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港
区
地
域
情
報 

 

名
古
屋
港
内
に
も
あ
っ
た
飛
行
場 

 

今
で
は
飛
行
場
と
言
え
ば
、
中
部
国
際
空
港
で
す
が
、
戦
前

か
ら
戦
中
に
か
け
て
、
港
区
に
も
飛
行
場
が
あ
り
ま
し
た
。 

記
録
に
よ
れ
ば
、
昭
和
九
年

 

く 
ね
ん

七 し
ち

月 が
つ

三
日
に
逓
信

て
い
し
ん

大
臣
の
許
可

を
得
て
、
十
号
地
内
南
側
（
現
潮 し

お

凪 な
ぎ

町
）
に
約
三
十
三
万
平
方

メ
ー
ト
ル
の
「
名
古
屋

な

ご

や

国
際

こ
く
さ
い

仮 か
り

飛
行
場

 

ひ 

こ
う
じ
ょ
う

」
が
開
設
さ
れ
、
同

年
十
月
一
日
か
ら
日
本

に

ほ

ん

航
空

こ
う
く
う

輸
送

ゆ

そ

う

株
式
会

社
 

※
１

の
東
京
・
大
阪

定
期
便
が
、
一
日
一
往
復
寄
航
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
飛
行
場
は
、
十
一
号
地
（
現
空
見
町
）
に
「
名
古
屋
国

際
飛
行
場
」
が
で
き
る
ま
で
の
仮
飛
行
場
で
し
た
。 

事
の
発
端

ほ
っ
た
ん

は
昭
和
四
年

 

よ 

ね
ん

。
当
時
の
航
空
輸
送
の
発
達

は
っ
た
つ

を
見
た

名
古
屋

な

ご

や

商
議
所

し
ょ
う
ぎ
し
ょ

が
、
民
間

み
ん
か
ん

定
期

て

い

き

空
路

く
う 

ろ 

誘
致

ゆ

う

ち

の
た
め
の
飛
行
場
を
、

総
理
大
臣
に
陳

情

ち
ん
じ
ょ
う

し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
そ
の
後
、
昭

和
七 し

ち

年
に
、
名
古
屋
市
、
名
古
屋
商
議
所
と
逓
信

て
い
し
ん

省
航
空
局
が

協
議
し
た
際
、
航
空
局
か
ら
「
十
一
号
地
埋
立
に
よ
る
新
飛
行

場
建
設
に
は
五
年
か
か
る
の
で
、
仮
飛
行
場
が
必
要
」
と
の
意
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見
が
出
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
当
時
、
埋
立
て
が
ほ
ぼ
完
了
し

て
い
た
十
号
地
に
、
昭
和
十
三
年
九
月
ま
で
の
期
限
で
、
仮
飛

行
場
を
開
設
し
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
十
一
号
地
の
埋
立
工

事
は
、
着

工

ち
ゃ
っ
こ
う

が
二
年
後
の
昭
和
九
年

 

く 

ね
ん

、
完
了
が
昭
和
十
五
年

七
月
と
遅
れ
に
遅
れ
、
仮
飛
行
場
の
使
用
期
間
も
延
長
さ
れ
ま

す
。
結
局
、
十
一
号
地
の
飛
行
場
の
使
用
開
始
は
、
対
米
戦
争

開
戦
直
前
の
昭
和
十
六
年
十
月
に
な
り
ま
し
た
。 

そ
の
頃
、
当
初
の
目
的
だ
っ
た
民
間
定
期
空
路
は
、
昭
和
十

五
年
十
月
で
廃
止
さ
れ
て
お
り
、
新
制
「
名
古
屋
国
際
飛
行
場
」

は
、
終
戦
ま
で
愛
知
時
計
電

機

 

※
２

等
に
軍
用
機
の
試
験
飛
行
場

と
し
て
使
わ
れ
た
だ
け
で
し
た
。
な
お
、
そ
の
間 か

ん

、
昭
和

し
ょ
う
わ

十

九

じ
ゅ
う 

く 

年
一
月
に
、
豊
山
町
に
小
牧
飛
行
場
が
で
き
て
い
ま
す
。 

 主
な
参
考
文
献 

『
あ
い
ち
の
航
空
史
』
中
日
新
聞
社
会
部
編 

中
日
新
聞
社 

一
九
七
八
年 

『
名
古
屋
築
港
誌
』
奥
田
助
七
郎
著 

名
古
屋
港
管
理
組
合 

一
九
五
三
年 

『
大
正
昭
和
名
古
屋
市
史
』
五
巻 

金
融
交
通
篇 

名
古
屋
市 

一
九
五
四
年 

『
港
湾
と
愛
知
縣
』
港
湾
協
會
第
十
回
通
常
総
会
愛
知
準
備
委
員
會 

一
九
三
七
年 

 

 

※
１ 

昭
和
十
三
年
大
日
本
航
空(

株)

に
統
合
、
終
戦
で
消
滅
。
戦
後
の
日
本
航
空
と
は
無
関
係
。 

※
２ 

九
九
式
艦
上
爆
撃
機
、
零
式
水
上
偵
察
機
等
を
開
発
。
昭
和
十
八
年
に
航
空
機
部
門
が
愛
知
航

空
機(

株)

と
し
て
独
立
。
現
愛
知
機
械
工
業
。 
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「第四期工事計画」に載った十一号地航空場 

 

十号地仮飛行場 『港灣と愛知縣』より 

 

十号地仮飛行場 『大正昭和名古屋市史』第５巻より 


